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　浜友初回いきなり３連打
と四球で走者を出すも拙攻
でチャンスを潰す。その裏
浜風は尾嶋の右越二塁打と
２つの敵失で２点先制。２
回浜友は高橋信の右越適時
二塁打で、３回は２死から
２つのエラーと四球の満塁
で犬塚の押し出し死球で１
点づつ返して同点。５回浜
風は吉田信の四球を足掛り
に敵失と塚田四球の１死満
塁で、福島の内野ゴロがエ
ラーを誘って勝越し、小松
は四球で押し出した後、岡
崎の左翼線適時２点二塁打
と更に玉木も左前適時打で
一挙に５点を勝越して６回
に。しかし今日だけの特別
ルールで１時間４５分時点
のイニングで試合終了とな
る。何となく締まらない感
じである。　（小林一）

第1週3月8日（曇り）　南農協グランドリーグ戦

第1試合【1回戦】 浜風 1勝
時長新監督 自ら勝利投手で
　浜風白星ｽﾀｰﾄ
岡崎 ﾀﾞﾒ押し打でMVP

第2試合【1回戦】 港 1勝
持丸・大川でﾉｰﾋｯﾄﾉｰﾗﾝ達成
港 爽やかに好発進

　港は２回後藤が三遊間安
打で出塁し盗塁と捕逸で三
塁へ、続く持丸死球と盗塁
の二・三塁から暴投で先制
点。５回は窪田の乱調に付
け入り雨宮、安藤、後藤が
３連続四死球で無死満塁と
し、急遽代った石川伸から
持丸の三塁ゴロ、四方田の
一塁ゴロが共にエラーを誘
い２点。続く渡辺の投手ゴ
ロが１－２－３の併殺の間
に二走の持丸が好走一気に
生還して貴重な３点目を加
え逃げ切る。一方港の投手
陣持丸、大川が快調。先発
持丸は２回に連続四球と味
方のエラーで満塁とこの試
合唯一のピンチを切り抜け
３回までノーヒットに。２
番手大川も４・５回を三者
凡退に、６回に先頭の成瀬
に四球を与えるも後三者を
凡退に抑えて惜しくもパー
フェクトを逃がした。港は
初戦持丸、大川で港南打線
をノーヒット・ノーランに
抑えて快勝。（小林一）

素晴らしい投球内容
と抜け目のない走塁
でした。

持丸

岡崎さん、鮮やかなダメ押
しの二塁打でした。
久々なものですっかり手順
を忘れてました。
ごめんなさい。

守 氏名 守 氏名

7 尾嶋 2 1 .500 5 植木洋 3 1 .333

6 時長 2 .000 6 尾野 3 1 .333

5 吉田信 1 1 .000 1 高橋鉄 2 1 .500

2 池 2 .000 2 犬塚 1

8 松本実 2 1 1 .500 7 弘中 2 .000

1 塚田 1 .000 8 苗代 2 .000

D 福島 2 1 .000 D 白戸 2 1 .500

3 秋山 1 .000 9 植木忠 2 .000

9 小松 1 1 .000 3 高橋信 2 1 1 .500

D 岡崎 2 1 2 .500 D 磯村 2 .000

4 市川 2 .000 4 茜屋 1 .000

D 玉木 2 1 1 .500 D 久保田 2 .000

D 吉田薫 2 .000 D 大矢 2 .000

見 鈴木謙 見 鈴木義

22 4 7 .182 25 5 2 .200
※守備位置はスタート時
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塚田 3 4 2 3 2 高橋鉄 3 2 1 0 2

秋山 1 1 0 0 0 白戸 2 2 1 3 5

時長 1 0 0 1 0
チーム計 5 5 2 4 2 チーム計 5 4 2 3 7
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(3) (1) (0) (1) (0) 計 安打

浜友 0 1 1 0 0 2 (5)

浜風 2 0 0 0 5 7 (4)
(2) (0) (0) (0) (2)

勝 時長 1勝

Ｈ 秋山 1Ｈ

敗 白戸 1敗

ＭＶＰ: 岡崎 Ｖ打点: 福島
ニ塁打: 高橋信（浜友）・尾嶋・岡崎（浜風）

(0) (0) (0) (0) (0) (0) 計 安打

港南 0 0 0 0 0 0 0 (0)

港 0 1 0 0 3 X 4 (2)
(1) (1) (0) (0) (0)

勝 持丸 1勝

Ｓ 大川 1Ｓ

敗 石川光 1敗

ＭＶＰ: 持丸 Ｖ打点:

ニ塁打: 雨宮（港）

守 氏名 守 氏名

2 井上 2 .000 6 三橋 3 .000

D 丸山 2 .000 2 太刀岡 2 .000

6 雨宮 1 1 1.00 5 石川伸 3 .000

3 安藤 1 .000 8 菅 1 .000

8 後藤 1 1 1.00 3 窪田 1 .000

1 持丸 1 1 .000 1 石川光 2 .000

7 四方田 2 1 .000 9 高須賀 2 .000

5 渡辺 2 .000 7 野地 2 .000

D 大川 2 .000 4 脇坂 2 .000

4 富岡 1 .000 D 成瀬 1 .000

D 丸木 0 .000

D 秋葉 1 .000

D 荘司 1 .000

9 西川 1 .000

D 小林一 1 .000

19 2 2 .105 19 .000
※守備位置はスタート時
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持丸 3 0 2 3 0 石川光 3 2 5 2 1

大川 3 0 2 1 0 窪田 10/3 0 0 3 2

石川伸 1 0 1 0 1
チーム計 6 0 4 4 0 チーム計 5 2 6 5 4
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　湘南初回土門が左前安打
盗塁・パスボールで三進、
斉藤茂が犠牲フライで先制。
その裏、浜翔先頭の鈴木兼
がバントヒット。お決まり
のニ盗三盗の後、森田が右
前適時打で同点。続く福武
が左中間を深々と破る二塁
打で無死ニ、三塁。内野ゴ
ロ２つで１－３とあっさり
逆転。３回湘南は１点返す
が、浜翔は森田のニ打席連
続適時打で加点する。５回
伊藤重が左前安打、斉藤茂
四球に盗塁が絡み１死２・
３塁の場面で斉藤敏がまさ
に四番の仕事、三遊間を真
二つで同点。２死後しぶと
く稲田が左前適時打で再逆
転。その裏浜翔は１死後中
筋がボールを見極め四球、
平山死球、佐藤の絶妙の送
りバントが内野安打となり
１死満塁。鈴木兼がまたも
や死球で労せず同点。この
勢いでサヨナラかと思われ
たが、続く中軸打者があえ
なく凡退で開幕戦ドロー。
得点機にことごとく絡んだ
長身コンビの福武、森田は
４月以降参加率が下がるの
がチームにとって大きな誤
算。どう采配を振るうか監
督の手腕の見せ所となる。
（石川伸）

第3試合【1回戦】 両ﾁｰﾑ 1分
浜翔最終回追いつき引き分け
森田 連続ﾀｲﾑﾘｰもｻﾖﾅﾗ機に
　あと1本が出ず

(1) (1) (1) (0) (4) 安打

湘南 1 0 1 0 3 5 (7)

浜翔 3 0 1 0 1 5 (6)
(3) (0) (2) (0) (1)

二塁打: 久保（湘南）・福武（浜翔）

守 氏名 守 氏名

6 鈴木兼 2 1 1 .500 5 土門 3 1 .333

3 森田 3 2 2 .667 7 山田伸 3 1 .333

9 福武 3 1 .333 8 斉藤茂 1 1 .000

1 川崎 2 1 .500 2 斉藤敏 3 1 2 .333

7 萩原 2 1 .000 1 久保 3 2 .667

5 舘 2 .000 4 稲田 2 1 1 .500

4 中村 2 .000 3 松本猛 2 .000

D 石井 2 .000 7 小林孝 2 .000

2 水品 2 .000 D 有馬 2 .000

D 中筋 1 .000 6 伊藤重 1 1 1.00

D 平山 1 .000

8 佐藤 2 1 .500

24 6 4 .250 22 7 4 .318
※守備位置はスタート時
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川崎 3 3 1 1 2 久保 3 5 3 0 4

佐藤 2 4 2 3 3 有馬 2 1 1 3 1
チーム計 5 7 3 4 5 チーム計 5 6 4 3 5
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引き分けでしたので、
開会式の会長を。。
今年は寒い開会式で
した。

達成間近な通算記録一覧　（氏名、チーム、昨年までの結果、残数）

☆250試合 ☆200打点

石井 公明 浜翔 246 4 中島 清 湘南 195 5

松本 実 浜風 241 9 高橋 鉄二 浜友 186 14

☆500試合 ☆300打点

稲田 正夫 湘南 497 3 市川 征司 浜風 293 7

安藤 修一 港 481 19 安藤 修一 港 293 7

☆200安打 ☆400打点

西川 捷一 港 197 3 西岸 正次 港南 384 16

浅井 良樹 湘南 194 6 ☆200盗塁

伊藤 慎悟 港 194 6 鈴木 兼保 浜翔 186 14

☆300安打 時長 秀敏 浜風 179 21

小林 清一 浜翔 299 1 ☆300盗塁

高橋 鉄二 浜友 291 9 西岸 正次 港南 296 4

中筋 宏 浜翔 290 10 持丸 末博 港 276 24

有馬 一興 湘南 288 12

小林 孝雄 湘南 284 16

☆400安打 ☆1300イニング

塚田 惣治郎 浜風 399 1 佐藤 隆 浜翔 1291 9

安藤 修一 港 396 4 ☆200勝

☆20本塁打 塚田 惣治郎 浜風 196 4

塚田 惣治郎 浜風 18 2 ☆50セーブ

稲田 正夫 湘南 18 2 有馬 一興 湘南 44 6

今シーズンから記事担当が
複数記者の担当になります。
これまでの大ベテラン小林
一記者に加え、まずは上記
の石川伸記者。
誰が書いたか分るように記
名式にしますから、違いを
感じて見て下さい。よろし
くお願いいたします。

●▲◆　お知らせ　◆▲●


